


日本の
稲作を考える

神戸シルバー大学院 かま爺と三農婆



サブ・タイトル

「かまえ農園の米作り」



①メンバー紹介

永井 ツネヨ

石田 礼子

喜田 美保子

釜江 修一



かま爺と三農婆





農業の基本を学ぶため

保田先生の

『有機農業塾』に
入門しました



保田先生の『有機農業塾』は

兵庫県下に十ヶ所あります





①おおや有機農業塾（養父市大屋町）
②JA但馬有機農業塾（豊岡市）
③小代有機農業塾（香美町）
④神河有機農業塾（神河町寺前）
⑤兵庫県立農業大学校（加西市）
⑥兵庫楽農生活センター（神戸市西区）
⑦神付有機農業（神戸市北区）
⑧たつの有機農業塾
⑨丹波有機農業塾（丹波市柏原町）
⑩三木有機農業塾（三木市）



その中で、私たちが学んだ、
神戸・西区の

兵庫楽農生活センター

有機農業塾は

定員が７０名と多く、

非常に人気があります





午前中は座学

午後から実習











午後から実習

































フィールドワークで、淡路島へ行きました



淡路島 春の棚田



淡路島 初夏の棚田



淡路島 初秋の棚田











フィールドワークで

海外の計画を立てました



中国・雲南省とても綺麗な所です



結局

コロナで、行けませんでし
た



明石市立文化博物館















世界三大穀物

米 麦

トウモロコシ



米作りの伝来

• 中国長江（揚子江）流域で

一万年前に米作りが始まった

•朝鮮半島 経由ルート

•東シナ海 直接ルート

•南西諸島 ルート





米
「米」の字は、
田んぼの「十」から、米粒が四方に飛び散った事を
表した象形文字。

また、お米が実り収穫するまでに、八十八回もの
手間が掛かる。



糀(こうじ)   糠(ぬか)   籾(もみ)

「米」に、因んだ漢字

粉(こな) 粟(あわ) 糊(のり)

お粥(おかゆ)



田んぼで育っている時 ➡ イネ（水稲）

稲刈りをして脱穀すると➡ 籾 + ワラ

籾摺りをすると ➡ 玄米 + 籾殻

玄米を精米すると ➡ 白米 + 糠

白米を炊飯すると ➡ ご飯

お米の呼び方



ご飯を、団子にすると ➡ おにぎり

お米の呼び方



○ 米は、田んぼでつくられます

○「イネ」という植物から収穫します

○ 日本は周りが海に囲まれ、四季があり、

雨の多い気候です
○ このため、水が豊富で、古くから水田を利用した、

イネの栽培がおこなわれてきました





バケツで、苗を育てましょう



バケツ苗づくりセット
①「種もみ」
②「肥料」
③「マニュアル」





袋詰め 近くの幼稚園児にも配りました



種もみです



発芽してきました























１粒から、

1200粒の

米が出来ます



沼館さんの作品。雀に食べられました







東京在住、波々伯部さんの、お孫さん

















米作りの様子を

画像でご覧ください



















昭和初期の映画
米作りの様子をご覧ください



感動の名画
監督 今井正
俳優 江原 真二郎

中原 ひとみ
中村 雅子
南原 伸二



この映画は
霞ヶ浦の出島で、俳優やスタッフが
6か月間合宿をして、制作したものです



第１話 牛耕による代搔き
第２話 田植え
第３話 草取り
第４話 水車を使った水入れ
第５話 月夜の下での稲刈り

数週間後の脱穀





女性の方は

ハンカチのご用意を

















令和の時代
かまえ農園の米作り

制作 釜江修一
出演 永井つねよ

石田礼子
喜田美保子

制作費用
ニ千万円（農機具代含む）



稲刈り後の田んぼ



トラクターで耕します







蓮華の種を

撒きます





春になると、蓮華が咲きだします





一面の蓮華畑に、ミツバチがやって来ます



女性たちも、やって来ました



隣に、幼稚園があり



子供たちも、やって来ました











熊太も 大喜び



五月になると、田んぼを耕します







六月、田んぼに水が入りました



カエルが大喜び

小さな生き物も

そして、

子供たちが、やって来まし

た











JAの苗販売所です





自分の家で、苗を育てる人もあります





軽トラに載せました



田んぼに到着





田植え機の出番です



新しい田植え機（かまえ号）





苗の植え付け部分













河野太郎では、ございません









女性たちも、手伝ってくれました



田植えの出来上がり



後で、差し苗をする人もいます



院生の家族連れに、手伝ってもらいました











７月下旬、中干しをします



中干し
夏の暑い盛りに、田んぼの水を
抜いて、土にヒビが入るまで
乾かす

①土中に酸素を補給、根腐れを防止
②土中の有毒ガス（硫化水素、メタン）を抜く
③土を固くして、秋の刈取り時の作業性を高める



稲に、花が咲いてきました

花は、晴れた日の
朝１時間だけ、咲
きます













小学生の稲刈り体験









三農婆のメンバーが稲刈り



新しい機械、コンバインです











前の部分で、稲を刈ります





「胴の部分」で

脱穀します



後方より、裁断された「わら」を排出



稲刈り部分



胴の部分



脱穀機の箇所



ワラを送る箇所



後方箇所





後方箇所で藁を裁断



脚の部分のキャタピラ



アームが伸びました



「アーム」の先から籾を排出











この一台で、様々な農作業の仕事



新しい農業用倉庫



最新式の遠赤外線乾燥機



側面に排出口





籾を積んだトラックが到着





ホースを結合





籾を乾燥機へ移送



十時間ほど、籾を乾燥



マイコン制御
（籾の水分が15％になると自動停止）





籾摺り機・重量計測器



今から籾摺りが始まります



乾燥機から籾が出てきました









籾袋が３０kgになると

自動停止







今年も豊作です







色々と、お手伝い



第二倉庫にある、米の保冷庫



来春の販売分（予約済み）



昔の稲掛け風景天日干し



今も、時々見受けられます







淡路島今も残る、昔ながらの風景



こんな稲掛け工法も







家庭用精米機を

お勧めします



ご飯が炊けました



美味しい ご飯の出来上がり



かまえ米



秋が終わると卓球場に早変わり



卓球練習でママさんが集まってきます





１反当たり、米作りにかかる、時間の移り変わり

米作りの時間が大幅に短縮
５０年前と、今の米作り
労働時間の比較

1960年代から
米作りに機械を利用



田起こし



田植え



稲刈り・収穫



かまえ農園の使命・展望





直播きの研究
田んぼに直接、種を撒く手法





①苗の成長がバラバラ
②雑草も一緒に生える
③収穫までに、日数がかかる
④芽が出たとき、鳥に食べられやすい



アイガモ農法に挑戦



アイガモ農法





近隣の休耕地を農地化へ
農地面積の拡充



万人が認める、プロの味を求めて

かまえ米



え 栄養たっぷり『かまえ米』

かまえ米

か 活力が出る 『かまえ米』

ま 真心こもった『かまえ米』









食味値を研究します





お米の成分・特性と品質

１）水分 14.5%～16% 多い程 良い
２）タンパク質 少ない程 良い
３）アミロース 少ない程 良い
４）脂肪酸度（玄米） 少ない程 良い



近赤外線で、４つの成分を測定

食味方程式により、食味

値を算出







「かまえ米」の食味値は

どれほどでしょうか



「かまえ米」の食味値



保田ぼかしを使った米作り









農家民泊
農家の住居を、宿泊施設として
農業体験・農家の暮らしを体験

若い20代、30代の、米作り新規就農者と
語り合う



母屋・蔵・納屋・倉庫があり
カラオケ・卓球場施設も利用可





農業体験が出来ます



春の農業体験(田植え)

秋の農業体験(稲刈り)





卓球マシーンがあります





乗馬体験も出来ます



乗馬マシーン



「有機農業塾」を加古川へ誘致

（年２回、保田先生にお越し願います）



憩いの場
修行の場として

加古川の邸宅を提供



『シルバー大学院』のモットー

“更に学んで、次世代のために”



田圃は地球を救う



稲による光合成

６CO2＋１２H2O＋光エネルギー

C6H12O6(ブドウ糖・お米)＋O2＋６H2O



幼稚園児・・・れんげ畑、泥んこ遊び
小学生・・・・・田植え、稲刈り体験









レンゲ畑にて（幼稚園ホームページより）

地域の方に協力していただき、近隣のレンゲ畑に遊びに行きました。
畑いっぱいに咲く綺麗なレンゲに子供たちは目をキラキラと輝かせ
ていました。
レンゲを摘んで冠をつくったり、「おうちの人にプレゼントす
る！」と花束をつくったり、カエルやテントウムシとの出会いに喜
んだりと、今の時期にしか味わえない自然の美しさや面白さを存分
に味わうことができました。翌日には、見つけたカラスノエンドウ
を使って砂場で豆ご飯や豆カレーをつくるなど、自然物を使って
色々な遊びをする楽しさを経験することができました。



さらに、地元に密着したかまえ農園を目指し、
近隣の小学校で、総合学習の一環として
「日本の稲作について」話す機会を考えていま
す。



「日本の稲作を考える」

農業崩壊の可能性

【かま爺と三農婆】
・釜江修一 ・永井ツネヨ ・石田礼子 ・喜田美保子

日本における農業人口は、わずか
30年あまりで3割も減少。さらに
高齢化が進み、その7割が65歳
以上となっている。

農業の省力化・省人化・大規
模化・ノウハウの蓄積を実現
するためのスマート農業改革
に注力

異常気象や自由化の波を受け、
日本の農業が崩壊の危機に直
面する可能性が増してきた。

農業改革急務

農業人口の激減

農業の担い手問題
原因と現状把握、根本的な対策は何か
若者の新規就農者をサポートする体制
構築が必要。

農業体
制の構
築

農業体制の見直し



かまえ農園は走り続けます



最後に一言
米作りを始めて



ご清聴
ありがとうございました


